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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　20年　８月　21日　(木)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　相間野　雪枝　　　記録者　藤田　タイ子

	小向
	佐々木
	月舘
	スバベイ
	松沢
	清川
	田村
	藤田
	橘
	阿部
	中野
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	準夜
	○
	C留守
	公休
	年休
	○
	○
	公休
	○
	○

	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	三和
	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	深夜
	公休
	深夜
	準夜
	公休
	　○
	D留守
	公休
	公休
	CD留守

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	玉木
	前田
	天間
	田中
	松山
	油津
	

	A留守
	公休
	深夜
	業務
	業務
	○
	公休
	学校
	業務
	公休
	公休
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 木ノ下　ツヨ様～カタリンK点眼液処方。点眼時、視力の状況など観察していきまし　　　

ょう。

・田端　玲子様～排便コントロールの為、シンラック液１本処方。排泄状況確認して　　いきましょう。

・谷内　愛子様～本日夕～身体のほてり・ビリビリ感訴え続いている為、精神神経用剤（ノーマルン２５ｍｇ　１×就床前）６日分臨時処方となっています。気分の変化、訴えの内容、言動に注意していきましょう。

・鈴木　正長様～8/23　14：00～8/25　14：00まで外泊となります。ご家族へは連絡済　　　　みです。

· ファスナートのオーダリングが画面へ追加となっています。必要時は発注して下さい。

· 家族教室のアンケートについて、後日持参されるという御家族が何名かいらっしゃいますが、まだ回収されていません。24日までに回答をもらって下さい。

また、期日が近い為、面会時に対面式で記載して頂くことも検討して下さい。

但し、強制ではありません。

· 上村　昭悟郎様～左足第５趾の化膿創に処方となっていた、合成抗菌剤（クラビッ　　　

ト）が止めとなっています。今後の状態次第では、再処方もあるため観察していきましょう。

· 丸屋　庄司様～　8/26　14時から介護認定調査があります。

＜学術についての進歩状況＞

· 院内の学術用の抄録はS.G.Mへ提出し、直しの段階で、現在進めています。

· 医学会用の骨子は、A.O.Mへ提出中。詳録はS.G.Mへ提出中となっています。

※そろそろパワーポイントの方も進めていきましょう。

＜玉井　クニ子様　左足第1趾抜爪について＞

（経過）

20日、深夜勤者の沢上ＣＷより、左第1趾の爪から出血あり剥れそうになっていると報告を受ける。止血し、皮膚科診察まで様子を見ることとした。ホールにいたスタッフへは、爪に関し情報提供する。リーダーの田村ＮＳへ報告する。

8：30　　朝食摂取後、Ｄユニットホールにて過ごしている。爪はまだ剥れていない。

9：40　　皮膚科診察の為、橘ＮＳがＤユニットより204号室の自室まで誘導する。全身診察診察の為、衣類を脱がせ、タオルケットをかけている。この時、誘導と衣類を脱がせる事に集中していた為、爪が剥れていたのかは観察していない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10：15　野沢Ｄｒ来棟（診察介助：本川・月舘・玉木）診察時に左第１趾の爪が剥がれているのを発見する。左第1趾にアズクロ軟膏塗布の指示あり。その後リーダーへ再度報告している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10：30　皮膚科診察終了し、衣類を着せた後、出血みられていた為圧迫し止血し、ガーゼ保護を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12：00　昼食時、創部よりガーゼ越しに再出血しているのを確認。主治医へ連絡するも繋がらず。主治医不在の為、田名部Ｄｒへ状況報告。皮膚科のアズクロ軟膏塗布に加え、イソジン消毒ガーゼ保護の指示を受ける。イソジン消毒・ガーゼ保護施行する。

以後バイタル異常なく、出血も軽減し経過している。

問題点…患者様を自室誘導した後、巡視はしていたが、患者様の部屋にスタッフは付いておらず患者様の状態観察が不十分だった。

（処置）

本日21日～23日まで、イソジン消毒・ガーゼ保護の指示あり。

＊経過観察し、その後の処置の必要性を検討していくこととする。

（今後の対策として）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・自室で診察する患者様に対しては密に巡視を行い、状態把握に努める。

・自室で診察を受ける患者様に対しての診察方法（診察場所等）の検討。

・移動・誘導の際は細心の注意を払って介助を行う。移動の時のみではなく、入浴や更衣時も同様に注意をしていく。






